
仙
台
集
会
は
花
京
院
ス
ク
エ

ア
で
開
催
。
全
員
が
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
地
本
大
沼
委
員
長
は

「
二
度
と
惨
事
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
、
利
用
者
と
働
く
社

員
の
側
に
立
っ
た
安
全
対
策
や

会
社
施
策
を
求
め
て
い
く
た
め
、

支
社
内
の
事
故
に
つ
い
て
各
職

協
の
協
力
を
得
て
調
査
・
研
究

し
、
改
善
に
向
け
た
団
体
交
渉

を
実
施
し
て
き
た
。

会
社
の

言
う
『
究
極
の
安
全
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
だ
け
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ

う
、
活
動
の
強
化
を
図
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

職
場
報
告
と
し
て
、
運
転
協

議
会
石
塚
議
長
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
教
訓
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
震
災
後

の
新
潟
・
福
島
豪
雨
（
只
見
線

の
壊
滅
的
打
撃
）
に
よ
り
露
呈

し
た
会
社
の
危
機
管
理
の
不
十

分
さ
と
具
体
的
問
題
点
の
検
証

と
、
更
に
は
昨
年
暮
れ
の
12
月

7
日
に
発
生
し
た
三
陸
沖
地
震

（
Ｍ
7
・
4
）
に
お
い
て
も
3・

11
の
経
験
が
生
か
さ
れ
ず
対
策

を
講
じ
な
い
会
社
の
姿
勢
を
批

判
し
た
。
続
い
て
電
気
協
議
会

千
葉
議
長
は
踏
切
鳴
動
持
続
時

の
問
題
点
に
つ
い
て
の
経
過
内

容
と
分
析
、
ま
た
飯
山
線
で
の

踏
切
事
故
対
策
と
し
て
会
社
が

示
し
た
指
導
文
書
に
つ
い
て
、

現
場
の
声
を
基
に
こ
の
間
積
み

上
げ
て
き
た
議
論
と
団
交
の
結

果
、
一
部
改
善
を
得
た
成
果
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
同
日
の
郡
山
ビ
ッ
ク
ア

イ
で
の
集
会
で
は
、
電
気
協
議

会
と
し
て
小
檜
山
氏
（
福
島
県

支
部
委
員
長
）
が
踏
切
鳴
動
持

続
時
の
取
り
扱
い
と
安
全
問
題

に
つ
い
て
報
告
。
小
檜
山
氏
は

「
会
社
の
定
め
た
取
り
扱
い
は

現
場
を
省
み
な
い
机
上
の
ル
ー

ル
。
地
域
住
民
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
規
制
を
振

り
切
り
無
理
に
通
行
す
る
な
ど

触
車
事
故
が
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
。
通
行
を

し
ゃ
断
す
る
こ
と
が
本
当
に
安

全
な
の
か
」
と
問
題
提
起
し
、

ま
た
通
行
人
等
の
不
満
解
消
の

矛
先
と
し
て
信
通
社
員
が
受
け

る
暴
言
・
暴
力
の
危
険
性
に
よ

る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
増
大
に

つ
い
て
訴
え
た
。

続
い
て
福
島
県
支
部
放
射
線

対
策
委
員
会
小
檜
山
対
策
委
員

長
（
工
務
協
議
会
事
務
長
）
は
、

放
射
線
環
境
下
に
お
け
る
労
働

環
境
問
題
に
つ
い
て
と
し
て
の

取
り
組
み
を
報
告
。
小
檜
山
氏

は
、
「
調
査
活
動
で
明
ら
か
に

な
っ
た
一
つ
は
増
え
続
け
る
高

線
量
産
業
廃
棄
物
問
題
。
廃
棄

物
が
処
理
施
設
や
運
搬
会
社
か

ら
引
取
り
を
拒
否
さ
れ
る
事
象

が
多
発
し
、
JR
事
業
所
内
で
保

管
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な

り
、
幹
総
で
は
放
置
さ
れ
て
い

た
高
線
量
廃
棄
物
を
国
労
が
指

摘
し
保
管
さ
せ
て
き
た
成
果
が

国
労
東
日
本
本
部
と
傘
下
の

各
地
方
本
部
は
4
月
20
日
、
大

船
渡
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速

輸
送
シ
ス
テ
ム
）
に
添
乗
し
、

そ
の
運
行
状
況
な
ど
を
視
察
し

た
。
一
行
38
人
は
前
日
花
巻
市

内
で
開
催
さ
れ
た
東
日
本
本
部

主
催
に
よ
る
各
地
方
本
部
書
記

長
・
業
務
部
長
会
議
を
経
て
視

察
を
行
な
っ
た
も
の
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
は
被
災
し
た
一
部

区
間
の
線
路
か
ら
レ
ー
ル
を
撤

去
・
道
路
化
し
、
専
用
道
路
と

し
て
バ
ス
を
運
行
さ
せ
一
般
道

と
鉄
道
を
繋
ぐ
も
の
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
し
て
は
既
に
12
年

12
月
22
日
に
気
仙
沼
線
が
本
格

運
用
を
始
め
て
お
り
、
今
回
一

行
が
視
察
し
た
大
船
渡
線
は
13

年
3
月
2
日
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
運

行
を
開
始
し
た
。
大
船
渡
線
の

気
仙
沼
～
盛
間
は
2
年
2
ヶ
月

前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
の
被
害
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
不
通
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

路
線
バ
ス
へ
の
振
替
輸
送
を
行
っ

て
い
た
。
ま
た
JR
は
バ
ス
運
行

業
務
を
岩
手
県
交
通
㈱
お
よ
び

㈱
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
に
委
託
し
て

い
る
。

視
察
に
至
っ
た
経
緯
は
、
安

全
問
題
に
端
を
発
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

区
間
は
ト
ン
ネ
ル
区
間
も
あ
る

が
、
照
明
の
有
無
や
必
要
性
の

問
題
、
ま
た
元
踏
切
箇
所
の
取

り
扱
い
な
ど
不
明
な
点
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
が
地
本
執
行
委
員

会
で
提
起
・
議
論
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
。

現
に
気
仙
沼
線
で
は
専
用
道

を
横
断
し
よ
う
と
し
て
軽
乗
用

車
が
大
型
バ
ス
と
衝
突
す
る
事

故
を
始
め
、
衝
突
事
故
が
6
件

発
生
し
て
い
る
。
地
方
本
部
は

こ
の
問
題
を
「
地
本
安
全
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
議
論
と

す
る
こ
と
を
確
認
し
そ
の
実
態

把
握
の
た
め
の
視
察
と
な
っ
た
。

地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
今
後
今
回
の
視
察
の
結

果
を
踏
ま
え
引
き
続
き
議
論
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
JR
は
こ
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
仮

復
旧
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

が
、
コ
ス
ト
を
理
由
に
鉄
路
で

の
復
旧
に
踏
み
切
っ
て
お
ら
ず
、

「
今
後
の
議
論
次
第
」
と
消
極

的
だ
。
し
か
し
バ
ス
代
行
輸
送

は
第
三
セ
ク
タ
ー
に
転
じ
る
可

能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
コ
ス

ト
問
題
な
ど
か
ら
廃
線
の
恐
れ

も
危
惧
さ
れ
る
。
国
労
は
地
域

住
民
の
生
活
と
安
全
を
守
る
立

場
か
ら
、
基
本
は
あ
く
ま
で
も

鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
て
い
る
。
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4
・
19

各
地
方
本
部
書
記
長
・
業
務
部
長
会
議
（
花
巻
）

4
・
20

同
Ｂ
Ｒ
Ｔ
視
察

4
・
20-

21

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

4
・
25

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
（
仙
台
・
郡
山
）

4
・
25

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正
積
残
し
）

4
・
28

国
労
仙
台
家
族
会
交
流
会

5
・
9

団
交
（
総
合
車
セ
積
残
し
・
検
修
合
理
化
見
極
め
）

5
・
10

第
9
回
地
方
執
行
委
員
会

5
・
12

13
春
闘
総
括
会
議
（
春
闘
事
務
局
総
括
会
議
）

5
・
15-

16

本
部
会
計
監
査

地
方
本
部
は
4
月
25
日
、
仙
台
市
民
セ
ン
タ
ー
と
郡
山
ビ
ッ

ク
ア
イ
に
お
い
て
、
「
安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
」
と
し
て
集

会
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
8
年
前
の
05
年
4
月
25
日
に
発
生
し
た

JR
西
日
本
福
知
山
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
（
死
者
１
０
８
人
、

負
傷
者
５
６
２
人
）
や
同
年
12
月
の
JR
東
日
本
羽
越
線
で
の
脱

線
転
覆
事
故
、
翌
06
年
1
月
の
JR
西
日
本
伯
備
線
で
の
触
車
死

亡
事
故
な
ど
立
て
続
け
に
発
生
し
た
重
大
鉄
道
事
故
に
鑑
み
、

06
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
。

郡山集会で報告・説明する福島県支部小檜山委員長

鉄路が撤去されアスファルトが敷かれた

あ
っ
た
。
ま
た
福
島
駅
上
屋
工

事
で
発
生
し
た
廃
棄
物
を
洗
浄

施
設
を
作
り
処
理
す
る
な
ど
会

社
も
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
る
」
と
報
告
。
ま
た
二

点
目
と
し
て
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
対
策
や
年
間
1
ｍ
Sv
超
の
施

設
職
場
の
実
態
か
ら
、
「
会
社

の
責
任
に
お
い
て
健
康
管
理
や

被
曝
対
策
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
し
、
支
社
と
2
回

目
の
交
渉
を
持
つ
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

集
会
で
は
、
2
年
が
経
過
し
、

国
や
自
治
体
の
除
染
対
策
等
が

進
ま
な
い
中
、
風
化
し
て
い
る

事
実
も
あ
り
、
「
反
核
・
反
原

発
運
動
」
を
当
事
者
と
し
て
発

信
し
、
労
働
環
境
問
題
を
通
し

て
若
手
社
員
と
共
に
考
え
な
が

ら
組
織
強
化
・
拡
大
に
結
び
つ

け
よ
う
と
確
認
さ
れ
た
。



地
方
本
部
は
4
月
21
～
22
日
、

松
島
町
・
ホ
テ
ル
大
観
荘
に
お

い
て
「
福
祉
問
題
学
習
会
及
び

慰
労
会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
13
年
度
と
14
年

度
の
退
職
予
定
者
の
う
ち
、
既

に
昨
年
参
加
し
た
対
象
者
を
除

い
た
23
人
が
参
加
し
、
退
職
後

の
諸
制
度
等
に
つ
い
て
学
習
し

た
。シ

ニ
ア
に
関
す
る
諸
制
度
と

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
つ
い
て

は
東
日
本
本
部
矢
部
法
対
部
長

が
説
明
。
ま
た
曝
露
し
て
か
ら

の
潜
伏
期
間
が
非
常
に
長
く
退

職
後
に
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
「
石
綿
業
務
災
害
」
に
つ
い

て
の
説
明
は
、
地
本
佐
藤
法
対

部
長
（
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

委
員
会
事
務
長
）
が
行
な
っ
た
。

続
い
て
交
運
共
済
か
ら
は
、

東
北
支
所
太
田
事
業
副
本
部
長

か
ら
60
歳
以
降
の
再
雇
用
者
・

退
職
者
の
各
種
共
済
利
用
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

更
に
鉄
道
退
職
者
の
会
仙
台

地
方
連
合
会
か
ら
は
亀
山
事
務

局
長
か
ら
積
極
的
な
参
加
の
要

請
が
あ
っ
た
。

第
二
部
の
慰
労
会
で
は
、
40

余
年
に
亘
る
鉄
道
人
生
で
苦
楽

を
共
に
し
た
仲
間
と
の
語
ら
い

が
尽
き
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

た
。

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
鈴
木

寿
弘

○
高
田

善
雄

○
長
沢

勝
利

○
熱
海

寿

○
草
野

白

○
千
葉

正
彦

○
菊
池

繁

○
柳
沼

幸
夫

○
我
妻
美
津
男
○
伊
藤

英
雄

○
鈴
木

浩
次

○
原

敏
教

○
遠
山

政
孝

○
折
笠

浩
二

○
舟
涛

修

○
大
川
原
邦
幸

○
橋
本

昭
二

○
小
林

捨
三

○
長
沢

善
喜

○
渡
辺

幸
夫

○
金
田

誠

○
滝
田

隆
幸

○
森
本

重
隆

国
労
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

台
車
分
会
の
元
副
分
会
長
で
あ
っ

た
高
橋
和
彦
さ
ん
が
今
年
3
月

31
日
に
4
月
の
退
職
を
目
前
に

し
て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
こ
の
間
、
機
関

役
員
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、

Ｄ
51
合
唱
団
の
団
長
を
務
め
、

「
１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
」

の
闘
い
を
始
め
と
し
て
、
歌
声

を
通
じ
て
私
た
ち
の
勇
を
鼓
舞

し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

国
労
仙
台
総
行
動
で
披
露
さ

れ
た
あ
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
歌
声

が
ま
ぶ
た
を
閉
じ
る
と
今
も
甦
っ

て
き
ま
す
。
本
当
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
台
車
分
会
は
、
ご

遺
族
で
あ
る
奥
様
と
中
学
3
年

生
、
中
学
2
年
生
の
3
人
の
今

後
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
、
仙
台
地
本
・
仙

総
支
部
・
Ｄ
51
合
唱
団
の
連
名

で
遺
族
支
援
金
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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▼
東
北
工
事
事
務
所
分
会
の

ろ
ば
た
№
９
７
７
号
（
13
年

4
月
18
日
付
）
に
国
労
盛
岡

工
事
事
務
所
分
会
の
委
員
長

を
さ
れ
た
堀
田
和
久
氏
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介

し
た
い
。

▼
国
労
盛
工
分
会
の
再
開

―
団
結
の
心
は
永
遠
に
―

○
先
日
古
い
友
人
で
あ
る
石

川
幸
喜
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、

震
災
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
。
水
戸
か
ら
高
田
へ
、
早

春
の
連
な
る
山
な
み
、
遠
く

に
室
根
山
、
大
東
町
の
武
家

屋
敷
を
思
わ
せ
る
白
壁
の
門

構
え
、
囲
堀
な
ど
永
い
歴
史

を
感
じ
さ
せ
た
。

高
田
松
原
は
昭
和
38
年
夏
、

国
労
工
事
局
分
会
、
青
年
部

海
水
浴
し
た
思
い
出
の
場
所

で
す
。

○
一
昨
年
の
盛
建
会
（
盛
工

OB
会
）
で
は
昭
和
58
年
当
時

の
国
労
分
会
の
委
員
長
（
堀

田
）
、
副
委
員
長
（
阿
部
）
、

書
記
長
（
桧
森
）
、
青
年
部

長
（
小
原
）
が
集
ま
っ
た
。

分
割
・
民
営
前
夜
の
激
動
期

の
面
々
で
あ
る
。
私
達
の
結

び
合
い
は
強
く
、
そ
の
絆
は

し
っ
か
り
と
続
い
て
い
る
。

○
30
年
経
っ
て
も
色
あ
せ
ぬ
、

し
た
た
る
よ
う
な
友
情
と
信

義
が
私
達
に
は
あ
る
。

▼
最
後
の
一
文
に
胸
を
打
た

れ
た
。
そ
こ
に
は
正
々
堂
々

と
精
一
杯
闘
い
抜
い
た
男
た

ち
の
真
の
友
情
に
溢
れ
て
い

た
。

▼
振
り
返
れ
ば
分
割
・
民
営

化
前
後
、
我
々
は
波
高
く
嵐

の
吹
き
荒
れ
る
海
を
手
漕
ぎ

船
で
航
海
中
に
戦
艦
に
取
り

囲
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
に
あ
っ

た
。
ま
さ
に
四
面
楚
歌
。

し
か
し
我
々
は
歯
を
食
い
し

ば
り
、
手
を
携
え
て
櫓
を
漕

ぎ
続
け
船
を
前
に
進
め
た
。

闘
い
続
け
た
か
ら
こ
そ
組
織

は
残
っ
た
。

▼
そ
し
て
現
在
―
。
10
年
、

20
年
後
の
自
分
に
「
し
た
た

る
よ
う
な
友
情
と
信
義
」
は

あ
る
だ
ろ
う
か
―
。

運動を支え続けてきた先輩方

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
組
合
員
交
流
会

日
時

5
月
26
日
（
日
）
13
時
～

会
場

仙
台
市
・
花
京
院
ス
ク
エ
ア
15
階

○
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

日
時

6
月
8
日
（
土
）
13
時
～

会
場

郡
山
市
小
原
田
公
民
館

○
地
本
組
織
対
策
会
議

日
時

6
月
15
日
（
土
）
13
時
～

会
場

仙
台
市
・
福
祉
プ
ラ
ザ

退
職
の
お
知
ら
せ

4
月
30
日
付

佐
藤

浩
二
さ
ん

東
北
自
動
車
支
部

（
JR
バ
ス
福
島
）

星

直
江
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
テ
ク
ノ
若
松
）

猪
股

秀
一
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
会
津
鉄
道
）

佐
々
木

伸
介
さ
ん

仙
総
運
転

○
エ
ル
ダ
ー
退
職

斎
藤

健
さ
ん

新
庄
連
合

（
テ
ク
ノ
新
庄
）

荒
木

博
明
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

JR
貨
物
の
田
村
社
長
は
、
昨

年
度
末
に
現
場
長
・
指
定
職
に

対
し
て
の
訓
示
で
「
賃
金
抑
制

に
踏
み
切
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

 
ま
た
平
成
25
年
度
入
社
の
新

入
社
員
に
対
し
て
同
様
の
趣
旨

の
手
紙
を
入
社
式
目
前
の
3
月

に
送
付
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
は
労
働

条
件
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、

労
働
組
合
と
し
て
断
じ
て
認
め

ら
れ
な
い
発
言
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
不

当
な
言
動
に
対
し
、
JR
貨
物
労

組
は
「
一
般
社
員
の
賃
金
は
10

％
カ
ッ
ト
、
期
末
手
当
の
年
額

は
2
・
5
ヶ
月
」
と
オ
ル
グ
し

て
い
た
こ
と
も
発
覚
し
て
い
ま

す
。

 
な
ぜ
労
働
組
合
に
説
明
や
交

渉
も
な
い
の
に
具
体
的
な
数
字

を
出
し
て
オ
ル
グ
出
来
る
の
か

等
疑
問
は
さ
て
お
き
、
国
労
は

自
ら
の
事
業
計
画
・
経
営
責
任

に
頬
か
む
り
を
し
、
そ
の
ツ
ケ

を
社
員
に
転
嫁
し
続
け
て
い
る

貨
物
会
社
に
対
し
、
抗
議
と
緊

急
申
入
れ
を
行
い
、
闘
争
指
示

30
号
に
よ
り
全
国
的
に
宣
伝
行

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
賃
金
を
一
方
的
に
抑
制
・

削
除
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
団
体
・

個
人
署
名
の
取
り
組
み
も
行
な
っ

て
い
ま
す
（
署
名
用
紙
に
は
会

社
名
・
職
場
名
と
あ
り
ま
す
が
、

家
族
の
方
も
お
願
い
し
ま
す
）
。

 
地
本
集
約
は
6
月
4
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
各
級
機
関
に

は
更
な
る
取
組
み
の
強
化
を
要

請
し
ま
す
。

今
年
の
総
行
動
の
高
橋
さ
ん


